
株式会社クマモト敬和

南阿蘇産ハーブを

世界に広げるプロジェクト

✖

今後の取り組みと

22世紀を見据えた目標



株式会社クマモト敬和とは

グループ会社でサプライチェーン(6次化)を構築しています

1次 × 2次 × 3次 ＝6次産業化

ハーブ生産 販売・卸売加工・製造





2022年1月27日開催

登壇いたしました！ありがとうございます！





私たちの答えは…

収穫したハーブを

まるごと

有効活用できないか？

南阿蘇産有機ハーブの

パワーを伝えたい！

私たちの答えは…



ハーブのパワー凝縮してみました！



ha

香り

飲料
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美容
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ハーブエキスは

様々な分野での利活用が可能です



成果報告

登壇後・・・





精油などの植物の恵みがもたらすホリスティックな効果の研究、

独自原料の開発など新たな価値創造を目指す



精油の個性に光を当てて。
無限に広がる可能性をここから。

HRCの研究で特に重点をおいているのが「個性を創る」こと。

科学的の力で、効果効能はどう違うのか。個性を際⽴たせることがで
きます。

これまで焦点を当てることができていなかった、一つ一つの違いを、
個性を待たせることで、価値の最大化を図っています。



これからの時代の
自然なるバランスを、科学の力で。

精油をはじめとする

自然の恵みを科学の力で解き明かし
現代を美しくしなやかに生きるエナジーへ。



アライアンス契約が実現しました

オファーを頂戴した企業様と

記事引用元／PR TIMES
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000026.000074010.html



化粧品原料の共同開発

自社農園ハーブの

質と価値の追求

クマモト敬和ACRO

業界第一線にある

化粧品研究技術



自然・資源・特性を活かす

地域産業と雇用の創出

地方創生に挑みます

クマモト敬和ACRO



10年計画

連携1  研究開発
▪ハーブエキスの共同研究

▪エキスを活用した商品開発

連携2  就労支援
▪南阿蘇での就労希望者を支援

▪就労希望者の環境整備を支援

2022

2032

2027

※棒グラフは、基準時点(2022年)を【1】とした５年ごとの伸び率を表しています。

※連携1…ハーブの効能効果を裏付ける実証データの取得が重要。
そのデータを活かし幅広い分野への進出を狙い、新たな需要を掘り起こす。

※連携2…連携1を経て新規事業が進行すれば、ハーブ生産量の増加は必至である。
生産量増加を実現するためにも南阿蘇のPRおよび就労・就農希望者の支援が必要。
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ハーブ栽培の説明会・見学会を実施

ハーブ園の見学会ハーブ栽培受託説明会

今回は南阿蘇村の沢津野区

「早角会」の方々に

ご参加いただきました



一般社団法人 南阿蘇村農業みらい公社



しかし課題は



課題

•生産面積の確保

•就農者の確保

•当プロジェクトの資金調達

•地域住民の理解・協力

【グラフ／引用元：楽天ファーム】
※農林水産省の年齢別農業就業人口を参照
※2026年のデータは70歳で引退するとして算出



▶大学・研究機関との連携

▪ハーブ栽培の研究

▪ハーブエキスの研究

▪南阿蘇産ハーブの優位性分析研究

▶食品衛生法をクリアする

▪ハーブエキスの食品利用研究

▶臨床試験

▪ハーブオイル、ハーブエキスの効能・効果

今後、必要な支援・提携先



大学・研究機関からの

ご連絡を

お待ちしています！









持続可能な就農スタイルの確立

就農者の幸福度アップ

就農者・定住者の増加

南阿蘇村の活性化

子ども達へ資産を伝承する

22世紀を見据えた目標



ご清聴いただき

ありがとうございました


